
東
大
医
学
部
生
化
学
教
室
の
創
設
者
隈
川
宗
雄
（
一
八
五
八
’
一

九
一
八
）
は
重
患
の
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
長
青
山
胤
通
に
か

わ
っ
て
大
正
六
年
二
九
一
七
）
九
月
そ
の
後
任
と
な
っ
た
が
、
翌

年
四
月
七
日
胆
嚢
癌
で
死
去
し
た
。
こ
の
事
を
解
剖
学
教
授
小
金

已
良
精
は
日
記
に
、
「
十
時
教
室
、
た
だ
ち
に
隈
川
氏
を
見
舞
う
、

あ
と
一
、
二
時
間
と
い
う
予
想
な
り
、
そ
の
こ
と
を
た
づ
（
良
精
の

長
女
、
生
化
学
助
教
授
柿
内
三
郎
の
夫
人
）
へ
電
話
す
、
五
時
半
ご
ろ

い
よ
い
よ
危
篤
の
し
ら
せ
あ
り
、
病
室
に
至
る
、
六
時
こ
と
き
れ

た
り
、
ま
た
ま
た
良
友
を
失
う
、
感
慨
ふ
か
し
、
山
川
総
長
、
片

山
氏
も
そ
ば
に
あ
り
、
こ
れ
よ
り
相
談
、
自
分
葬
儀
委
員
長
た
る

こ
と
を
承
知
し
た
り
（
星
新
一
『
祖
父
小
金
井
良
精
の
記
」
）
」
と
記
し

て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
隈
川
宗
雄
に
関
す
る
記
載
は
死
亡
当
時
の

医
学
雑
誌
や
日
本
生
化
学
会
会
報
（
五
巻
一
・
二
号
合
併
号
）
の
隈

18

東
大
医
学
部
生
化
学
教
室
創
設
者
隈
川
宗

雄
と
そ
の
一
族

中
山

沃

川
先
生
記
念
号
に
詳
し
い
が
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
、
演
者
の
調

査
し
新
た
に
判
明
し
た
宗
雄
は
じ
め
一
族
に
関
す
る
資
料
を
紹
介

し
た
い
。
隈
川
宗
雄
の
孫
の
渡
辺
宗
孝
氏
が
私
の
中
学
校
以
来
の

友
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
資
料
や
教
示
を
え
た
。

宗
雄
は
福
島
藩
板
倉
侯
の
藩
医
原
有
鄭
の
次
男
で
、
旧
幕
府
海

軍
軍
医
隈
川
宗
悦
（
一
八
三
八
’
一
九
○
二
）
の
養
子
と
な
り
、
明

治
八
年
（
一
八
七
五
）
東
大
医
学
部
予
科
に
入
学
、
同
十
六
年
卒
業
、

十
七
年
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
私
費
留
学
、
五
年
間
生
理
、
病
理
化
学

を
研
究
、
二
四
年
医
科
大
学
教
授
、
二
六
年
九
月
医
化
学
講
座
担

当
、
三
○
年
三
月
医
化
学
教
室
が
生
理
学
教
室
よ
り
分
離
独
立
し
、

同
教
室
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
先
進
国
に
先
立
ち
大
学
の
独
立
学

科
と
し
て
講
義
、
実
習
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
で

あ
り
、
隈
川
の
功
績
で
あ
る
。
孫
の
宗
孝
氏
は
宗
雄
が
ド
イ
ツ
か

ら
購
入
し
て
帰
っ
た
素
晴
ら
し
い
ラ
イ
ッ
の
顕
微
鏡
と
黒
田
清
輝

の
描
い
た
宗
雄
の
肖
像
画
を
所
蔵
し
て
い
る
。

宗
雄
の
養
父
宗
悦
は
幕
臣
高
橋
彦
三
郎
の
三
男
、
岩
代
伊
達
郡

富
田
村
の
生
ま
れ
。
二
本
松
藩
医
服
部
恭
庵
に
医
術
を
学
び
、
つ

い
で
万
延
元
年
江
戸
西
洋
医
学
所
に
入
り
、
傍
ら
福
沢
諭
吉
、
石

井
信
義
、
高
橋
順
益
ら
に
つ
い
て
藺
英
学
書
の
講
義
を
受
け
た
。
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一
方
で
は
浅
田
宗
伯
の
信
任
を
え
て
、
宗
悦
の
名
を
授
け
ら
れ
た
。

文
久
三
年
江
川
太
郎
左
衛
門
の
家
臣
と
な
り
、
幕
府
軍
艦
の
乗
組

医
師
を
経
て
、
慶
応
三
年
幕
府
海
軍
医
と
な
り
、
海
軍
所
の
浜
御

殿
内
に
病
院
（
海
軍
養
生
所
）
を
新
築
し
、
そ
の
所
長
と
な
っ
た
。

明
治
二
年
、
横
浜
へ
再
来
日
し
た
米
人
医
師
シ
モ
ン
ズ
に
従
い
新

医
術
を
学
ん
だ
後
、
同
三
年
上
京
し
開
業
の
傍
ら
米
人
医
師
ョ
ン

ハ
ン
ス
に
学
び
、
彼
ら
の
影
響
を
受
け
、
同
年
九
月
同
志
金
沢
良

斎
・
土
屋
三
隆
・
山
本
甫
文
・
田
村
俊
斎
・
吉
邨
況
・
藤
野
玄
洋

（
横
浜
）
・
池
田
玄
岱
ら
と
求
新
社
を
組
織
し
た
。
「
求
新
社
之
記
」

の
中
で
宗
悦
は
「
当
今
外
国
ノ
交
際
日
二
盛
二
趣
キ
人
モ
日
二
知

識
二
進
メ
バ
故
二
医
ノ
術
モ
大
二
開
ケ
タ
レ
バ
此
二
於
テ
コ
ソ
旧

弊
ヲ
一
洗
セ
ザ
ル
可
カ
ラ
ズ
予
近
頃
業
ヲ
洋
二
受
ヶ
其
云
う

所
ヲ
間
ク
ニ
皆
貴
重
ノ
論
ナ
リ
、
是
二
於
テ
昔
日
ノ
非
ヲ
知
り
悉

ク
之
ヲ
改
ム
ー
」
と
記
し
、
完
全
に
漢
方
か
ら
脱
却
し
た
。
ま

た
求
新
社
薬
局
規
則
を
定
め
、
洋
式
の
薬
剤
投
与
法
、
診
察
料
や

薬
価
の
支
払
い
方
法
を
定
め
、
一
方
貧
困
者
に
は
支
払
い
を
免
除

し
、
病
家
に
お
け
る
酒
食
の
も
て
な
し
を
禁
じ
た
。
同
八
年
師
シ

モ
ン
ズ
を
患
者
診
察
、
医
学
講
習
教
師
に
招
き
、
か
つ
銀
座
尾
張

町
に
眼
科
医
院
を
開
設
し
、
つ
い
で
有
楽
町
に
共
立
病
院
を
設
立

し
た
。
同
十
四
年
高
木
兼
寛
・
戸
塚
文
海
・
松
山
棟
庵
ら
と
共
に

芝
に
施
療
病
院
で
あ
る
有
志
共
立
東
京
病
院
（
現
東
京
慈
恵
会
医
科

大
学
の
前
身
）
を
開
設
し
、
そ
の
診
療
に
従
事
し
た
。
品
川
の
曹
洞

宗
海
晏
寺
の
隈
川
家
の
墓
域
に
は
成
医
会
か
ら
献
ぜ
ら
れ
た
一
対

の
灯
籠
が
あ
る
。
石
井
信
義
と
親
交
の
あ
っ
た
こ
と
は
石
井
の
明

治
七
年
の
日
記
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。

隈
川
宗
雄
に
子
供
は
無
く
、
弟
子
の
高
木
八
郎
（
岐
阜
県
出
身
、

東
大
卒
）
を
養
子
と
し
、
妻
は
新
潟
県
関
川
村
の
豪
農
渡
辺
三
左
衛

門
の
長
女
初
樹
（
ハ
ッ
キ
）
で
、
そ
の
長
男
が
宗
孝
（
東
大
生
物
学

科
卒
、
岡
山
大
学
名
誉
教
授
）
で
あ
る
。

（
西
宮
市
）

I7 (47）


